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人生は一回だ、やりたいテーマを解こうよ。そして、みんなをびっくりさせよう！

研究を始めるのに必要な知識・能力
　とくに言語は問いませんが、簡単なプログラミングの経験があることが望ましいです。

研究室の指導方針
　新しいテーマに積極的に挑戦し、指導教員と緊密に連携しながら研究を進めます。
　留学生との交流を重視し、英語能力のアップと学生のグローバルな視野の養成を目指します。

この研究で身につく能力
　生物学から医薬学にいたるバイオ・メディカルインフォマティクスの研究を通じて、研究課題に関係なく、論理的かつ定量的な思考法、
および、自分で問題を見つけ出し、解決を模索するという研究の遂行力を身につけることを重視します。最先端の研究を目指すことは
もちろん、研究の内容をわかりやすく発表するためのコミニュケーション・プレゼンテーション能力および、科学論文を執筆する能力の
向上をも目標とします。
　また、基礎的なスキルとしてバイオ・メディカルインフォマティクスにおけるビッグデータを扱うプログラミングと、統計的に解析する
スキルを習得し、マシンラーニング、ディープラーニングなどの技術を用いて生物システム、人間の生理的ダイナミクスを理解するアプロー
チと創造力を身につけることで、ライフ・サイエンス領域の未知の問題において開拓的な研究に取り組む力を養成します。

修了生の活躍の場
　官公庁、医療機器メーカー、化学メーカー、バイオベンチャー

研究内容
　私たちの研究室では生物が合成する様々な有機分子である代謝物質の網羅
的なデータベースを中心に、ゲノム配列や遺伝子発現を解析する生物情報学、
ネットワーク解析学、医療情報学を応用して、生物の理解とヘルスケアへの利
用を目指しています。クラスタリング、ランダムフォレスト、ベイズ因子などの
統計解析や深層学習を用いた特徴抽出、グラフ理論にもとづくネットワーク分
析などを利用し、大規模なデータベースを横断的に解析しています。生物実験
というノイズの影響の大きなデータに対して効果的な統計評価の方法を開発し、
既存の手法で見つけ出すことが難しかったパターンを発見することを目的として
います。現在ラボで研究しているテーマの一部として、例えば次のようなものが
あります。

⑴�世界の食材及び薬用植物のデータベース構築とその利用法の分析
　�KNApSAcK Familyデータベースはメタボロミクス研究の分野で世界から高い評価を受けている二次代謝物データベースです。ま
た、漢方薬やインドネシア生薬(Jamu)、などにおけるさまざまな植物の利用のされ方なども蓄積しています(図１)。

⑵ネットワーク・クラスタリング手法の研究
　�ゲノミクス、メタボロミクスなど生命システムに関する網羅的なデータを効率良く分析するため、ネットワーク・クラスタリング手法を
開発しています。

⑶肺がんの組織画像の畳み込みニューラルネットによる特徴抽出と遺伝子発現パターンの相関分析
　�肺がんの治療のためのより詳細な診断の確立を目標に、腫瘍組織の遺伝子発現をサブタイプに分類するクラスタリングの手法を開発
するとともに、遺伝子発現の違いが細胞の形状や分布に及ぼす影響を分析するため、深層学習を用いたニューラルネットワークによっ
て組織画像の特徴抽出を行い、腫瘍細胞の示すパターンを解析しています。

⑷非接触的な心電信号により不整脈の検出システムの研究開発
　�心疾患は、がんについで日本の第二位の疾患であり、年間約２０万人が亡くなっています。睡眠時の心電信号計測は、不整脈などの
心疾患の早期発見に有用ですが、従来の電極の貼り付けは睡眠時に不向きです。そこで、電極の貼り付けが不要となる無拘束的な
心電計測を用いて、睡眠時に連続的に計測する心電信号により、不整脈をリアルタイム的に検出および分類するモニタリングシステ
ムを構築しています。

研究設備
計算サーバー、クラスター計算機（共有）
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